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繁殖場所から離れた牧草地および林内で確認された 
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はじめに

シュレーゲルアオガエル Rhacophorus 

schlegeliiは，北海道への移入を除き本州か

ら九州にかけて広く分布しており，低地で

は水田周辺に多く生息する（前田・松井，

1999；松島・佐藤，2008；野崎他，1998；

更科他，2015）．オスは繁殖期になると，畦

畔および畦付近の水田内をよく利用し，畦土

を掘った浅い穴や，コケの中，草の根ぎわ

で鳴いてメスを呼び込むことが知られてい

る（福山，1996；大澤・勝野，2001；和田，

1936）．このように，本種の土地利用の選好

性や繁殖生態に関する報告はいくつかあるも

のの，鳴き声を扱った例はそれほど多くな

い（Fukuyama, 1991；Kuramoto, 1975；丸野

内，2008；真保他，2008）．本種の生活史を

知る上で，断片的な観察例の蓄積は重要であ

る（松井・松井，2007）．今回，繁殖場所か

ら離れたところで，シュレーゲルアオガエル

と思われる鳴き声が確認されたので，ここに

記載する．

観　察

2017年 4月 28日の 10時から 14時（観察

は 8時から 16時に実施）にかけて，岩手県

遠野市の牧草地および周囲の樹林（39°16’N， 

141°33’E）において，「カラララララ」とい

うアオガエル属のものと思われる鳴き声を確

認した（図 1）．確認した時間帯の天気は曇

り時々晴れで，気温は 10.8–14.3°Cであった．

鳴き声が聞こえた牧草地と樹林は，直近の

水田から 100 m以上離れていた．樹林は丘

の上にあり（水田との標高差は 40 m程度），

また，牧草地は斜面になっていたこともあ

り，周囲に水たまりは存在しなかった（図

2）．鳴き声は連続せずに数分から数時間あ

けて草地や樹林の複数箇所で確認された．な

お，牧草地の下方に広がる水田にはまだ水入

れが行われていなかったが，降雨による浅い

水たまりができており，シュレーゲルアオガ

エルの繁殖音が数箇所で確認された．水たま

りの周辺には，まだ卵塊はみられなかった

が，おそらく，この周辺が産卵場所として利

用されると思われる．

牧草地や樹林での鳴き声は連続せずに単発

的に発せられたため，鳴いている場所を特定

できず，個体の発見には至らなかった．そこ

で，鳴いていた個体の種を同定するために，
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ICレコーダー（Sony ICD-TX50）を用いて鳴

き声を録音した．牧草地でアオガエル属と思

われる鳴き声を 4例，水田内の水たまりで

シュレーゲルアオガエルの鳴き声を 7例記録

することができたが，樹林からの鳴き声を記

録することはできなかった．

音声解析と種の同定

得られた 11例の音声データを音声解析ソ

フト（wavesurfer-1.8.8p4）で解析するとと

もに，詳細を知るためにスペクトログラム，

パワースペクトル，オシログラムを作図した

（図 3）．鳴き声特性についての解析結果を表

1に示した．

牧草地から得られた音声は，1コールあた

り 5–6個（平均 5.5個）の明瞭なパルスを含

み，約 0.3秒続き，パルス頻度は 16個／秒

であった．鳴き声は単発的に発せられ，連続

することはなかった．優位周波数は平均 1.8 

kHzで，弱い周波数変調といくぶん不明瞭で

はあったが倍音が認められた．第 2倍音の

周波数は 4.1 kHzであった．なお，パワース

ペクトルには，調査地に隣接する工事現場で

重機が出入りする音が記録されており，500 

Hz前後の周波数帯を占め（国枝，1982），相

対強度は優位周波数と同程度であった（図 

3B）．一方，水たまりから得られた音声は，

1コールあたり 5–7個（平均 6.0個）の明瞭

なパルスを含み，約 0.5秒続き，パルス頻度

は 12個／秒であった．コールは 0.8秒ほど

の間隔をおいて繰り返された．優位周波数

は平均 2.0 kHzで，弱い周波数変調と明瞭な

3–4の倍音が認められた．第 2，第 3倍音の

周波数は，4.2 kHzおよび 6.1 kHzであった．

両地点から得られた音声について，パル

図 1．鳴き声が確認された牧草地および樹林．
A：牧草地から北側の水田を見下ろした様子．牧
草地は緩やかな丘の斜面に位置した．水田には水
入れが行われていなかったが，降雨による水た
まりができていた．B：牧草地の南側に拡がる樹
林．丘の上には広葉樹やスギが混生し，樹林の際
にはクマザサが密生していた．

Fig. 1.  Study area of anuran calls. A: The northern 
view of the pasture looking onto a paddy field. The 
pasture is located on the slope of a gentle hill. The paddy 
field was not irrigated, but there were temporary rain 
puddles; B: A mixed forest of broadleaved trees and  
Cryptomeria japonica occurs on the hill, and dense Sasa  
veitchii communities develop at the edge of the forest.

図 2．鳴き声が確認された範囲．A：調査範囲の
平面図．線で囲んだ範囲は，鳴き声が聞こえたお
およその範囲を示す．B：調査範囲の断面図．太
い線は鳴き声が聞こえたおおよその範囲を示す．

Fig. 2.  The ranges of confirmed calls. A: A map of 
the study area. The enclosed areas show the ranges of 
confirmed calls; B: A sectional view of the study area. 
The bold lines indicate the ranges of confirmed calls.
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ス数，パルス頻度，優位周波数を比較した

ところ，いずれも有意差は検出されなかっ

た（Mann-Whitneyの U検定（正規化補正）：

0.566＜Z＜1.890，p＞0.05）．一方，コール

長，パルス長，パルス間隔については，牧草

地の音声は水たまりのものよりも短い傾向が

認められた（2.268＜Z＜6.509，p＜0.03）．

岩手県で分布が確認されている無尾目は，

アズマヒキガエル，ニホンアマガエル，ニホ

ンアカガエル，タゴガエル，ヤマアカガエ

ル，トノサマガエル，トウキョウダルマガエ

ル，ツチガエル，ウシガエル，モリアオガエ

ル，シュレーゲルアオガエル，カジカガエル

の 12種である（岩手県，2001*）．前田・松

井（1999）および Kuramoto（1975）を参考

に，両地点から得られた音声についてコール

長，優位周波数，周波数変調の程度，倍音の

明瞭さを，これら 12種と照らし合わせた．

前田・松井（1999）は，モリアオガエルの鳴

き声を「カララ・カララ・・・，コロコロ」，

シュレーゲルアオガエルの鳴き声を「リリリ

リ・・・」と標記している．今回確認された

鳴き声は，著者には「カラララララ」と聞こ

えたため，モリアオガエルとも思われたが，

図 3．牧草地（A–C）と水田内の水たまり（D–F）で記録された音声の例．録音時の気温は，A–Cで
11.8°C，D–Fで 13.3°Cであった．A・D：スペクトログラム．フィルター幅は 100 Hz．B・E：パワースペ
クトル．最も高い周波数（kHz）を優位周波数とする．C・F：オシログラム．

Fig. 3.  Calls recorded in the pasture (A–C) and temporary rain puddles (D–F). The temperatures were 11.8°C 
in A–C and 13.3°C in D–F. A and D: Spectrograms of single calls. Analysis bandwidth setting is 100 Hz; B and E: 
Power spectrums of the calls. Dominant frequency (kHz) is determined as the frequency at the highest amplitude; 
C and F: Oscillograms of the calls.



爬虫両棲類学会報　2018（1） 33

パルス数が 5–6で，パルス頻度が約 16個／

秒であったことや，弱い周波数変調が認めら

れたことから，モリアオガエルではなくシュ

レーゲルアオガエルのものであると判断し

た．なお，前田・松井（1999）や Kuramoto

（1975）に比べ，優位周波数がいくぶん低い

値ではあったが，体サイズが異なっていた可

能性があることや，観察時の気温が 14°C以

下と低かったことによると思われる．

考　察

無尾目の音声は，気温，湿度，体サイズな

どの影響により変異をともなうが，種間差

を越えることはなく，種の判定において極

めて信頼性が高く有効である（Köhler et al., 

2017）．よって，コール長やパルス数，優位

周波数などの音声が持つ特性をもとにシュ

レーゲルアオガエルと同定した点については

妥当であると思われる．本種のオスは，メス

やペアを見つけると，鳴いてメスに抱接しよ

うとする（Fukuyama, 1991）．しかし，今回

の観察では，鳴いている個体やメスの発見に

は至っておらず，はっきりしたことは分から

ない．ただし，コールが連続せずに単発的に

聞かれたことや，牧草地の音声において水た

まりのものよりもコール長，パルス長，パル

ス間隔が短かったことや，倍音がやや不鮮明

であったことなどから，繁殖音とは異なって

いる可能性がある．

シュレーゲルアオガエルは繁殖を終えると

産卵場所を離れ，大型草本や樹木の上，灌

木の上で生活する（福山，1996；前田・松

井，1999）．そのため，本種の生息には，水

田や湿地だけでなく，小樹林帯の存在が重要

であることが指摘されている（大澤・勝野，

2003）．非繁殖期の観察例として，8月上旬

に適当な水場の存在しないブナ林からメスの

亜成体が（松井・松井，2007），10月下旬に

湿地や林縁から鳴き声が報告されている（真

保他，2008）．録音はできなかったものの，

樹林内からも鳴き声が聞こえたことから，本

種が非繁殖期だけでなく繁殖期の初期におい

ても樹林を利用していることが確認された．

また，本種は冬眠の際，谷戸の沢や池の周辺

といった，繁殖場所からそれほど離れていな

い，きわめて限られた範囲の浅い土壌中に集

中する（和田，1936；Ihara, 1999）．このこ

とを考慮すると，樹林内で越冬を終えた個体

が，100 m以上離れた産卵場所に移動する最

中に鳴いたとは考えにくい．今回の観察か

ら，繁殖期の初期には産卵場周辺に限らず比

較的広範囲に分散している可能性が示唆され

るが，どのような理由で樹林や牧草地を利用

していたのかについては不明である．

表 1．牧草地と水たまりで記録された広告音．
Table 1.  Advertisement calls recorded in the pasture and temporary puddles.

site temperature 
(°C) n call length (s) intra-call  

interval (s) pulse number
pulse rate  

(pulse number/ 
call length)

pasture 10.8–13.6 4 0.343±0.056 ― 5.5±0.577 16.147±1.059
temporary puddles 12.4–14.3 7 0.503±0.121 0.830±0.332 6.00±0.816 12.466±3.081
Z 2.268 ― 1.019 1.890
p 0.023 ― 0.308 0.059

site temperature 
(°C) n dominant  

frequency (kHz)
2nd frequency 

(kHz)
3rd frequency 

(kHz) n pulse length  
(s)

inter-pulse 
interval (s)

pasture 10.8–13.6 4 1.799±0.168 4.144±0.071 ― 22 0.006±0.001 0.069±0.016
temporary puddles 12.4–14.3 7 2.016±0.137 4.175±0.105 6.083±0.470 41 0.020±0.005 0.087±0.034
Z 1.890 0.945 ― 6.508 3.146
p 0.059 0.345 ― 7.61e–11 0.002
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真保他（2008）や和田（1936）によれば，

シュレーゲルアオガエルは気温 12°C前後で

出現し，気温，地中温ともに 11°Cを越える

と鳴き始める．今回確認された音声も，気温

が 11°Cを超えた 10時以降に確認されてお

り，本種が鳴き始めるとされる気温に一致し

た．なお，観察日の前後で降雨が無かったこ

とから，Dodd Jr.（2013）や Duellman（1970）

が提唱したアマガエル科などにみられる雨鳴

きとは異なると思われる．

今回確認された鳴き声の適応的意義は不明

であるが，繁殖場所から 100 m以上離れた

場所でも鳴いていたことは興味深い．今後，

このような個体を発見した場合，年齢や，繁

殖への参加の有無，繁殖成功度などの情報を

蓄積できれば，本種の繁殖生態を知る一助と

なるであろう．
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